
第12回 第7次NACCS合同作業部会 議事要旨 

 

1. 日時：令和４年5月12日（木）10:00~11:30 

2. 場所：オンライン開催（Microsoft Teams） 

3. 出席者：別紙の通り 

4. 議事の概要 

(1) 議題1 第11回合同作業部会の結果報告 

○ 議事資料1に基づき、事務局より説明を行った。 

➢ 品名欄に「”SHIPPER‘S LOAD, COUNT & SEAL” “SAID TO CONTAIN”」

といった入力が良くあるが、この文言で「”（ダブルクォーテーション）」や「,（カンマ）」

が頻繁に使われており、列ずれが良く発生しているため、ずれが起きないよう対応でき

ないか。（委員） 

⇒ ダブルクォーテーション付加項目の中でダブルクォーテーションとカンマが使用されると、エ

クセル上では、区切りがうまく判定ができず、列がずれてしまうこととなる。出力形式を

TSV形式に変更することで解消はできるが、他の利用者への影響が大きい変更とな

ってしまう。本件については、個別にヒアリングもさせていただきながら検討を進めたい。

（事務局） 

 

➢ 「申告添付訂正（MSY01）」等の通信文のみの修正可能化について、通信欄が

保存されないのであれば改修の効果が低く、MSA業務を使いやすく変更すればよい

のでは、との意見をいただいている。本件について、ご意見いただきたい。（事務局） 

⇒ 委員からの意見無し 

⇒ 事務局側では、NACCSでメールのように文章のやり取りを行う機能であるMSA業務

で本件については対応可能と考えており、再度検討の上、ご提案させていただきた

い。（事務局） 

 

➢ 「当初輸入申告呼出し（修正申告）（DLI02）」業務における当初申告情報の

呼出し可能権限の拡大で質問した件で、輸入者自身が申告した場合は輸入者に

利用者コードを確認する必要があるとのことだが、輸入者自身が申告した場合であっ

ても、輸入者の利用者コードを許可書に表示されるよう変更できないか。 (委員) 

➢ 対応可否を含め、検討させていただく。（事務局） 

 

(2) 議題2 「AWB情報登録（輸入）呼出し（ACH11）」業務の改善 

○ 議事資料2に基づき、事務局より説明を行った。 

 

(3) 議題3 「輸出申告事項登録（EDA）」業務等の「インボイス番号」項目の 

仕様変更 

○ 議事資料3に基づき、事務局より説明を行った。 

 

 

 



(4) 議題4 共通管理番号の自動補完 

○ 議事資料4に基づき、事務局より説明を行った。 

➢ 共通管理番号は現行システムでは最大9件であり、共通管理番号を便宜上複数

取得するケースがあるが、どのような対応となるのか。（委員） 

⇒ 別議題の「共通管理番号の紐づけ数拡大」により、第7次NACCS更改後は、複数

の共通管理番号を取得することはなくなると考えている。（事務局） 

 

➢ ヒューマンエラーで共通管理番号を複数取得してしまった場合は、どのような対応とな

るか。（委員） 

⇒ 共通管理番号を取得する場合は、共通管理番号欄をブランクで送信することとなる

が、次期仕様においては、輸入者とB/L番号／AWB番号の情報をもとに紐づけを

行うため、基本的に複数の共通管理番号を取得することはなくなると考えている。

（事務局） 

 

➢ 同一輸入者、同一B/L番号／AWB番号で、複数の共通管理番号を取得すること

はできなくなるとの認識でよいか。誤って複数の共通管理番号を取得した場合、１つ

の共通管理番号のみの紐づけとなった状態で申告されてしまうことを懸念している。

（委員） 

⇒ 基本的にはご認識の通りである。特殊な方法により共通管理番号を複数取得した

場合は、最新の取得した共通管理番号で紐づけがされることとなる。（事務局） 

 

 

➢ 今回の変更要望では、共通管理番号の情報を連絡する手間の解消が目的と認識

しており、他法令申請を別部署で行っていて情報が手元にない場合や、複数の共通

管理番号を取得してしまった場合等、紐づけ件数が申告情報と異なっていた場合の

注意喚起もご検討いただきたい。（委員） 

⇒ 対応可否を含め、検討させていただく。（事務局） 

 

➢ 申請件数は手入力で行うことになるのか。共通管理番号のみを自動補完したとして

も、件数を把握する手間が残ってしまうため、件数（各証明識別欄）の補完につい

てもご検討いただきたい。（委員） 

⇒ 対応可否を含め、検討させていただく。（事務局） 

 

(5) 議題5 共通管理番号の番号紐づけ数拡大 

○ 議事資料5に基づき、事務局より説明を行った。 

 

(6) 議題6 保税運送申告書申告番号の表示のスペース表示 

○ 議事資料6に基づき、事務局より説明を行った。 

 

 



 

(7) 議題7 「輸入貨物荷渡情報登録（DOR）」業務の通知先の追加＜２＞  

○ 議事資料7に基づき、事務局より説明を行った。 

➢ エラーとなった場合は、DOR業務は送信できないということか。（委員） 

⇒ 資料にある通り「コンテナオペレーション会社無し」の時に通知先に入力がない場合の

みエラーとなり送信されず、エラーメッセージが表示されることとなる。（事務局） 

 

5. 連絡事項 

 今後のスケジュールは以下を予定している。 

➢ 2022年6月9日（木） 第13回合同作業部会 

➢ 2022年7月14日（木） 第14回合同作業部会 

➢ 2022年8月18日（木） 第15回合同作業部会 

 本日の議題について、ご質問・ご意見等があればアンケートフォーム、メール等にてお寄せい

ただきたい。 

 人事異動等に伴い、委員様の変更がある場合は、ご連絡をいただきたい。その後、委嘱の

手続きを行わせていただく。 

以上 


